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主
な
内
容

　ひな祭り会は３日、「お休み処よりどころ」で開かれ、村
民17人が参加しました。
　迎えたのは、豪華な８段飾り20体の見応えあるひな壇。
参加者は、甘酒で乾杯したあと、「うれしいひな祭り」を歌い、
手づくりの昼食で祝いました。
　同所は昨年８月に本町地区の旧銭湯を改修して高齢者向け
の休憩所として親しまれています。

今日は楽しいひな祭り☆
どころ



表彰者、教育関係者など約200人の村民が参加して行われた、野田村生涯学習大会

　

自
ら
学
ぶ
機
会
を
喚
起
す
る

こ
と
に
よ
り
、
学
習
活
動
へ
の

参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
野
田
村
生
涯
学
習
大

会
は
2
月
27
日
、
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
生
涯
学
習
推
進
本
部
（
本

部
長
・
小
田
祐
士
村
長
）
が
主

催
し
た
同
大
会
は
、
読
書
感
想

文
等
コ
ン
ク
ー
ル
や
教
育
振
興

会
表
彰
の
受
賞
者
な
ど
の
村
民

約
２
０
０
人
が
参
加
し
開
か
れ

ま
し
た
。
小
田
村
長
が
「
近
年
、

高
度
情
報
化
社
会
な
ど
で
急
速

に
変
化
し
て
お
り
、
村
民
が
生

涯
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
重
要
。

今
後
と
も
生
涯
学
習
の
振
興
・

発
展
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

読
書
感
想
文
等
コ
ン
ク
ー
ル

や
吹
奏
楽
、
作
文
や
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野

で
活
躍
し
た
21
団
体
、
１
０
８

人
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
受
賞
の
２
団
体
、
２

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
践
発
表
で
は
、
総
合
的
な

学
習
「
も
っ
と
知
ろ
う
野
田
村

の
こ
と
」
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
野
田
小
６
年
生
の
２
グ
ル
ー

プ
の
６
人
が
、
野
田
村
保
育
所

と
大
沢
園
芸
で
の
「
職
場
体
験

活
動
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
「
読
書
活
動
」
は
２
人
が
感

想
を
発
表
。
野
田
小
６
年
の
日

當
誠
さ
ん
は
、
小
学
校
高
学
年

の
部
最
優
秀
作
品
「
過
去
か
ら

未
来
へ
つ
な
ぐ
「
し
き
た
り
」」

を
、
野
田
中
３
年
の
新
山
実
乃

梨
さ
ん
が
、
中
学
生
の
部
最
優

秀
作
品
「
人
と
し
て
成
長
す
る

た
め
に
」
の
読
書
感
想
文
を
披

露
し
ま
し
た
。「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

は
、
野
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
晴
山
喜

吉
会
長
が
平
成
21
年
度
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
長
表
彰
を
受

章
し
た
取
り
組
み
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

読
書
活
動
の
日
當
さ
ん
は
、

「
マ
タ
ギ
」の
生
き
様
を
通
じ
て
、

豊
か
な
生
活
を
営
む
現
代
人
が

忘
れ
が
ち
な
生
き
方
や
感
謝
の
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自
ら
学
ぶ
取
り
組
み
を
た
た
え

21
団
体
１
０
８
人
を
表
彰

精
神
を
大
切
に
す
べ
き
と
訴
え

ま
し
た
。

　

マ
タ
ギ
と
は
、
東
北
地
方
・

北
海
道
で
古
い
方
法
を
用
い
て

集
団
で
狩
猟
を
行
う
人
で
す
。

古
く
か
ら
山
に
は
神
が
い
る
と
、

マ
タ
ギ
は
信
じ
て
い
ま
す
。
人

間
が
楽
を
し
て
狩
り
を
し
て
は

な
ら
な
い
―
山
の
神
に
失
礼
が

な
い
よ
う
先
祖
代
々
厳
し
く
し

つ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
マ
タ

ギ
は
、
狩
り
で
得
た
ク
マ
な
ど

を
自
然
か
ら
の
恵
み
と
し
て
、

人
間
が
食
べ
る
た
め
に
必
要
以

上
捕
り
す
ぎ
な
い
こ
と
を
現
在

も
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
人
間

は
、
生
き
る
た
め
に
食
べ
ま
す

が
、
お
金
さ
え
あ
れ
ば
食
べ
ら

れ
る
現
代
の
恵
ま
れ
た
食
生
活

に
、
き
ち
ん
と
感
謝
す
る
こ
と

を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

―
そ
し
て
、
次
の
世
代
に
受
け

継
ぐ
こ
と
が
生
き
残
る
た
め
に

必
要
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
独
立
行
政
法
人
国

立
富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機

構
の
藤
田
公
仁
子
・
生
涯
学
習

部
門
教
授
に
よ
る
「
生
涯
学
習

と
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と



2010 野田村生涯学習大会

実
践
発
表
で
読
書
感
想
文
の
発
表
を
行

う
日
當
誠
さ
ん

大
﨑
英
雄
教
育
長
か
ら
、
読
書
感
想
文

小
学
校
低
学
年
の
部
最
優
秀
賞
を
受
け

る
野
田
小
２
年
の
石
井
嘉
乃
さ
ん

「
生
涯
学
習
と
地
域
づ
く
り
」と
題
し
て

講
演
し
た
藤
田
公
仁
子
氏
―
独
立
行
政

法
人
国
立
富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機

構
・
生
涯
学
習
部
門
教
授
。

　

専
門
は
生
涯
学
習
な
ど
。「
21
世
紀
型

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
生
涯
学
習
」
な
ど

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
活
躍
中
。
北
海
道

函
館
市
生
ま
れ
。
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生
涯
学
習
大
会
で
表
彰
さ
れ

た
個
人
、
団
体
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

※
○
の
数
字
は
学
年

村
読
書
感
想
文
等
コ
ン
ク
ー
ル

■
読
書
感
想
文
【
小
学
校
低
学

年
の
部
】《
最
優
秀
賞
》
石
井

嘉
乃
② 

《
優
秀
賞
》
小
野
聖
真

①
、田
中
美
咲
② 《
優
良
賞
》
沢

里
七
華
①
、
林
崎
美
紀
奈
①
、

岡
山
岳
人
② 

【
小
学
校
中
学
年

の
部
】《
最
優
秀
賞
》
前
田
千

晶
④ 

《
優
秀
賞
》
外
舘
奈
々
④
、

中
村
樹
里
④ 

《
優
良
賞
》
道
上

ま
ど
か
③
、
中
野
彩
加
④
、
中

野
愛
海
④ 

【
小
学
校
高
学
年
の

部
】 《
最
優
秀
賞
》
日
當
誠
⑥

《
優
秀
賞
》
中
村
隼
斗
⑥
、
宇
部

雄
太
⑥ 

《
優
良
賞
》
新
屋
一
成

⑥
、
中
野
睦
弓
⑥
、【
中
学
生
の

部
】《
最
優
秀
賞
》
新
山
実
乃
梨

③ 

《
優
秀
賞
》
欠
端
杏
佳
②
、

前
川
蘭
③ 

《
優
良
賞
》
打
座
和

音
①
、
道
上
隼
人
③
、
岩
山
恭

平
③
【
高
校
生
の
部
】《
最
優
秀

賞
》 

山
口
友
寿 

① 

（
久
慈
工
）

《
優
秀
賞
》
田
中
恵
②（
同
）、
中

野
翔
太
② 

《
優
良
賞
》
大
久
保

稜
真 

① （
同
）、
水
上
涼
花 

①

（
同
）、
内
野
沢
美
里
①（
同
）

■
読
書
標
語
【
中
学
生
の
部
】

《
最
優
秀
賞
》
中
川
原
拓
斗
③

《
優
秀
賞
》
広
内
美
緒 

①
、
野

崎
俊
輔
③ 
《
優
良
賞
》
小
野
寺

恭
介
①
、
大
和
拓
矢
②
、
畑
村

結
②

■
読
書
感
想
画
【
小
学
校
低
学

年
の
部
】《
最
優
秀
賞
》
落
安
裕

大
① 《
優
秀
賞
》
松
葉
み
ゆ
②
、

佐
藤
か
ん
な
② 

《
優
良
賞
》
佐

藤
祐
也
①
、
大
道
彩
乃
①
、
中

野
冴
規
② 

【
小
学
校
中
学
年
の

部
】《
最
優
秀
賞
》
廣
﨑
梨
花

③ 《
優
秀
賞
》
小
野
紗
恵
花
③
、

橋
本
杏
③ 

《
優
良
賞
》
佐
藤
麻

衣
③
、
兎
澤
亜
希
乃
③
、
新
山

美
月
③  

【
小
学
校
高
学
年
の

部
】《
最
優
秀
賞
》
仲
村
和
起

⑤ 《
優
秀
賞
》
小
野
寺
夢
路
⑤
、

畑
村
和
也
⑤ 

《
優
良
賞
》
星
野

菜
々
美
⑤
、
米
田
隆
誠
⑤
、
佐

々
木
玲
奈
⑤ 

【
中
学
生
の
部
】

《
最
優
秀
賞
》
宇
部
彩
香
③ 

《
優

秀
賞
》
大
沢
加
純
②
、
晴
山
海

③ 

《
優
良
賞
》
小
原
翔
太
①
、

中
野
経
清
①
、
澤
口
沙
希
③

村
教
育
振
興
会

■
学
芸
表
彰
【
野
田
小
学
校
】

合
奏
団
、
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
七
重
奏
、
佐
藤

か
ん
な
② 

【
野
田
中
学
校
】
打

楽
器
三
重
奏
、
前
川
蘭
③
、
藤

本
真
理
子
③ 

【
久
慈
工
業
高
等

学
校
】
藤
島
晶
③
、
瀧
澤
桂
③
、

速
應
里
菜
③
、
古
舘
優
絵
③
、

村
山
総
志
②
、
畑
中
敦
②

■
健
康
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
【
野
田

小
学
校
】
谷
地
龍
樹
⑥
、
種
綿

勇
人
⑥
、
伏
場
望
泉
⑥
、
６
年

男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
６
年
女

子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
【
野
田
中
学

校
】
男
子
柔
道
部
、
男
子
剣
道

部
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

佐
々
木
楓
芙
紀
③
、
谷
地
瑛
太

朗
③
、
川
﨑
聖
人
②
、
種
綿
一

人
②
、
小
野
翔
也
②
、
間
明
渉

②
、
野
崎
俊
輔
③
、
大
和
拓
矢

②
、
藤
本
恵
利
子
①
、
北
田
優

介
②
、
小
谷
地
亜
希
穂
②
、
小

谷
地
亜
希
穂
・
大
沢
智
恵
美
組
、

米
田
亜
紀
・
金
子
茉
結
組
【
久

慈
工
業
高
等
学
校
】
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
水
上

貴
史
③
、
及
川
翼
③
、
二
又
広

希
③
、
久
慈
浩
靖
③
、
大
下
寿

巨
③
、
佐
々
木
三
郎
②
、
宮
本

裕
介
②
、
桑
田
佳
典
③
、
横
道

光
②
、
谷
崎
友
哉
②
、
米
内
正

宗
①
、
滝
澤
健
太
①
、
大
沢
恵

太
①
、
大
下
友
希
①
、
米
田
勝

輝
①
、
岩
井
光
明
③ 

【
久
慈
高

等
学
校
】
女
子
柔
道
部
、
晴
山

光
③
、
北
田
直
人
③
、
中
村
茜

③
、
煤
賀
里
恵
②
、
坂
本
真
菜

実
①
、
五
林
裕
子
①
、
中
川
原

仁
美
① 

【
久
慈
東
高
等
学
校
】

中
野
亨
道 

【
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
】（
野
球
）
野
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
（
直
心
館
）
中
学
生
男
子
チ

ー
ム
、
岡
山
秀
人
⑤
、
岡
山
岳

人
② 
（
中
学
校
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
大
沢
智

恵
美
・
小
谷
地
亜
希
穂
組
、
新

山
葉
月
・
渡
邉
安
奈
組
、
川
戸

道
廉
洋
・
新
山
陸
組
、
小
野
寺

布
葵
・
前
川
千
尋
組

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

【
春
季
】《
最
優
秀
賞
》
団
体
・

北
区
は
ま
な
す
会
、
個
人
・
中

野
貞
子
【
秋
季
】《
最
優
秀
賞
》

団
体
・
北
区
は
ま
な
す
会
、
個

人
・
佐
藤
京
子　

実
践
発
表

【
職
場
体
験
活
動
】
前
川
瀬
成

ほ
か
３
人
、
澤
口
帆
南
ほ
か
２

人
・
野
田
小
⑥ 

【
読
書
活
動
】

日
當
誠
・
野
田
小
⑥
、
新
山
実

乃
梨
・
野
田
中
③ 

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
】
晴
山
喜
吉
・
野
田
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長

か　

の

み　

お

れ　

な

あ　

き

り　

え

ま　

な

ま　

ゆ

え　

み

の　

り

せ　

な

ふ　

き

さ　

き

り　

な

ゆ　

え

あ　

み

み　

さ
き

と　

ざ
わ

み　

さ
と

か　

ず
み

な
な　

か

す
ず　

か

あ
や　

か

た
く　

や

え
い　

た

あ
ん　

な

て
い　

こ

ゆ
う　

や

け
ん　

た

と
も　

き

な
お　
と

ゆ
う　

こ

ひ
で　

と

ひ
と　

み

す
す　

が

た
く　

と

そ
う　

し

た
つ　

き

ゆ
う　

と

た
く　

や

は
や　

と

ゆ
う　
や

さ
え　

き

あ
や　

の

り
ん　

か

ゆ
め　

じ

か
ず　

や

あ
や　

か

が
く　

と

ゆ
う　

た

む
つ　

み

か
ず　
な
り

か
ず　
ゆ
き

と
も　
ひ
さ

け
い　
せ
い

た
か　
ふ
み

み
つ　
あ
き

こ
う　
ど
う

ひ
ろ　
や
す

さ
ぶ　
ろ
う

れ
ん　
よ
う

よ
し　
の
り

ゆ
う　
す
け

そ
く　
お
う

た
き　
さ
わ

は
や　

と み　

き　

な

み　

の　

り

ま　

り　

こ

ふ　

ぶ　

き

あ　

き　

ほ

え　

り　

こあ　

き　

ほ
ち　

え　

み

あ　

き　

ほ

き
ょ
う

し
ょ
う　
ま

し
ょ
う　
た

り
ょ
う　
ま

き
ょ
う　
か

し
ょ
う　
た

し
ゅ
う　
と

し
ょ
う　
や

ち

あ
き

ら
ん

か
ず

け
い

ら
ん

か
い

か
ず

り
く

よ
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歳出額A
29億2371万円

一人当たり 
給与費B／A
555万円

給料
1億7340万円

職員手当
1568万円

期末・勤勉手当
6613万円

人件費には、特別
職の給料や報酬を
含みます。

職員手当には、
退職手当は含ま
れていません。

人件費B人件費B
4億4094万円4億4094万円
人件費率B／A人件費率B／A
15.08％15.08％

職員数A　46人職員数A　46人
給与費計B給与費計B
2億5520万円2億5520万円

人件費B
4億4094万円
人件費率B／A
15.08％

職員数A　46人
給与費計B
2億5520万円
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給
与
を
公
表
し
ま
す

村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
村
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

担
う
村
職
員
の
給
与
な
ど
は
、
条
例
や
規
則
に
基
づ
い
て
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
村
職
員
の
給
与
な
ど
主
な
内
容

に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

村職員などの

■問い合わせ
　総務課☎78･2111

人件費・職員給与費の状況（平成20年度普通会計決算）

職員の給料月額と特別職の報酬などの状況
■平均給料月額と平均年齢 （平成21年4月1日現在）

■一般行政職の初任給 （同） ■ラスパイレス指数の状況 （平成21年4月1日現在）

■経験年数別･学歴別平均給料月額の状況 （同）

■特別職の報酬など （同）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
　本村の給与水準を示す指数です

野　田　村

89.6

区　　　分

ラスパイレス指数

平均給料月額
区　　分

平均年齢 平均給料月額 平均年齢

野　田　村 国

一般行政職 313,100円 43歳 325,521円 42歳

野　田　村区　　　分

大 学 卒

国

140,100円

172,200円

高 校 卒

一　  般

行 政 職

161,600円

140,100円

経験年数15年

307,100円

経験年数10年

241,900円大 学 卒

高 校 卒

一　  般

行 政 職 275,600円 314,500円

̶

経験年数20年

191,600円

区　　　分

期末手当区　　　分

6月期　1.6月分

計　　3.3月分

12月期　1.7月分

月　　額

6月期　1.1月分

計　　2.3月分

12月期　1.2月分

※平成19年1月1日以後、職員の昇給が抑制されており、採用者も同様です

※職員の構成により毎年度変動します

※期末手当の減額…6月期は0.15月、12月期は0.1月分を減額しました

4

村　　　長 615,000円

525,000円

500,000円

246,000円

194,000円

175,000円

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

給　料

報　酬

議　　　員
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職員数の状況 職員手当の状況
■期末･勤勉手当 （平成21年4月1日現在）

■時間外勤務手当

■退職手当 （平成21年4月1日現在）

■その他の手当 （同）

■定員適正化計画の目標と進ちょく状況（各年度４月１日現在）

※国と同じ
※職務の級などによる加算措置あり
※期末･勤勉手当の減額…6月期は0.2月､12月期は0.15月分を減額しました

※職員が退職した場合、勤続年数や退職時の給料月額に応じて支給
　されます。県内の市町村で「市町村総合事務組合」を組織してい
　るので、支給率はどこも同じです

■特殊勤務手当 （平成20年度）

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成21年4月1日現在）

■部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

12

1.4６

0.75

0.75

期末手当（月分）区分（月期） 勤勉手当（同）

1.6

計 1.53.0

なし

全　　職　　員

2

支給実績

区　　　　　分

手当の種類（手当の数）

１件、100円

１件、200円

精 神 障 害 者 の
保 護 ・ 護 送

感染症患者の救護、
感染症の家畜の防疫作業

手
当
の
名
称

5,244

職員1人当たり支給年額（同）支給総額（千円）

135

8,532

20

区 分
年 度

19 214

47.5　〃　

定年前早期退職特例措置
2％～20％加算

15,709千円（平成20年度実績）

そ の 他 の
加 算 措 置

１人当たりの
平均支給額

23.5月分

区　　分

33.5　〃　

59.28　〃　59.28　〃　

　〃 35 〃

勤 続 20 年

　〃 25 〃

最高限度額

59.28　〃　

̶

41.34　〃　

国勧奨・定年自 己 都 合

30.55月分

同じ

内　　　　　　　　　容

配偶者は、13,000円、配偶者以外１人につき6,500円。
ただし、配偶者のない場合は１人目11,000円。特定年齢
にある子は、１人につき5,000円を加算

持ち家は3,000円（新築・購入から５年間に限定）。
借家・借間･･･家賃に応じ最高27,000円

交通機関利用者̶最高月額50,000円、交通用具利用者̶
通勤距離に応じた区分額（2,000～11,500円）

区 分

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

高度の知識、経験を
必要とする業務を行
う主事、技師

１ 主事、技師

総括主査、主任主査、
主査

高度の知識と経験を
有する課長、室長、
教育次長、事務局長
又は主幹

２

特に高度の知識と経
験を有する課長、室
長、教育次長、事務
局長

課長､室長､教育次長、
事務局長又は主幹

57.4

14.9

10.6

0.0

4.3

３

12.8

職員数（人）区分（級） 標準的な職務内容 構成比（％） 

５

４

６

合　　　　　計 100.0

２

６

７

27

５

０

47

1議　　会

4

総　　務

税　　務

民　　生

21年
職  員  数

20年
増減 主な増減理由区　　　分

衛　　生

1

3

3

9

16

8

2

48

2

3

農林水産

土　　木

計 40

商　　工

3

　155

事務の見直しによる増

職員不補充の解消

小　　　　計

合　　　　計

そ　 の　 他

7

教 育 部 門

下　 水　 道

小　　　　計

水　　　　道

　1

事務の見直しによる減△1

△1

　1

　2

　2

公
営
企
業
部
門

普　

通　

会　

計　

部　

門

一　

般　

行　

政　

部　

門
1

9

3

4

8

46

2

2

38

15

1

3

3

3

54

8

2019 21 22

△2 1△12

18

増減計画数

55

△2

535456職　員　数 57

年度
区分



かやぶき屋根の修復を終えた「苫屋」

かやぶき屋根ふき替え前の「苫屋」

郵政事業株式会社の佐藤敏寛久慈支店長
から硬式野球ボールを贈呈される久慈工
高野球部・須田大介キャプテン(左）　　
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年賀状配達で地域貢献
久慈工高野球部員に野球ボール贈呈

　郵政事業株式会社久慈支店（佐藤敏寛支店
長）は地域に貢献したとして、このほど久慈
工高野球部（須田大介キャプテン、部員18人）
に硬式野球ボールを寄贈しました。
　同部員は昨年12月26日から１月６日まで、
同支店で年末年始における年賀状の仕分けや
久慈市内への配達のアルバイトに励み、約
34万５千通を配達しました。
　佐藤支店長は「久慈工高の野球部員はあい
さつも良く、礼儀正しい。みんな元気があっ
てチームワークもすばらしく、規律ある行動
にとても助かっている」と感謝しました。
　２年の須田キャプテンは「アルバイトは２
年目。このボールを大事に使い、県大会にも
出場を果たし、いい結果を残したい」と決意
を新たにしました。

かやを一新、化粧直し
宿泊休憩施設｢苫屋｣の屋根を15年ぶりふき替え

　日形井地区のアジア民族造形館にある宿泊休
憩施設「苫屋」のかやぶき屋根の修繕が２月
22日に完了しました。江戸時代末期に建てら
れた南部曲がり屋のひなびた雰囲気が人気の同
施設は、装い新たに３月中旬から営業を再開し
ます。
　修繕作業は、屋根の老朽化に伴う雨漏りなど
を受けて昨年11月にスタート。青森県中泊町
の専門業者が作業に当たりました。
　修繕には、通常のかやぶきより約２倍の長さ
に当たる2.5～３㍍のヨシを数10万本使用。屋
根の傾斜を45度以上つけることで、雨水が流
れやすい設計にしました。
　ふき替え事業を行った村は、技術の伝承を目
的に作業工程を撮影した写真を同施設前に展示
しました。

とま　や

とし　ひろ



村の沿岸漁業を楽しく学んだあと、地元産のおいしい
ワカメ給食を食べる児童ら

講師の指導を受けながら調理する参加者

ＡＥＤの使用法を習得する参加者
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もしもの救命で安全な地域づくり
ＡＥＤで心肺蘇生法を習得

　３年目となる村主催の自動体外式除細動器（ＡＥＤ）講習
会はこのほど、村総合センターで開かれ、村民がＡＥＤに
よる心肺蘇生法を習得しました。
　保健推進員ら約39人が参加。久慈消防署野田分署の立臼
勝・救急救命士ら２人が基本動作を指導。涙と汗以外はさ
わらないようにと感染予防の徹底を呼び掛けました。
　参加者は３班に分かれて実技を行い、ＡＥＤを実際に作
動させ、ダミー人形に電気ショックを与え、万が一の救命処
置に備えました。
　弐又良子さ

ん(56＝上明内)は「講習は２回目。だいぶやり
やすくなったが、実際はあせると思う」と気を引き締めました。
村内には学校などに12台のＡＥＤが配備されています。

ワカメで地元水産業を学ぶ
野田小２年生が食育出前教室

　食育出前教室「ワカメ給食」はこのほど、野田小
学校（沢里優子校長、児童230人）で開かれ、２年生
児童37人が参加しました。
　児童は、久慈地方振興局水産部の藤本勝彦総括主
査や生産者の橋場敏光さ

ん＝下安家＝らによるワカメ
の一生や育成の苦労と喜びなどを学びました。
　給食はワカメとイカのサラダ、サケチーズフライ、
磯スープなどがメニュー。町屋敷祥く

んは「給食はお
いしかった。家ではワカメをおつゆに入れている。
これからもいっぱい食べたい」と笑顔を見せました。

台所は俺にまかせて
男性限定料理教室

　村社会福祉協議会（澤口栄一会長）主催の男性を対象とした料理
教室がこのほど、村食生活改善推進員や村栄養士を講師に村総合セ
ンターで４回開かれ、延べ34人が参加しました。
　初日は、村内の老人クラブ会員ら８人が挑戦しました。メニューは、
サバのみそ煮、かき玉汁、寒じめホウレンソウのナムル、ミカンのカ
ップケーキの５品。
　参加者は講師の指導を受けながら、酒やしょうゆなどの調味料に長
ネギとしょうがを入れて沸騰させました。そこに慣れた手つきで三枚
におろしたサバを入れ、みそを溶いてフライパンで煮ると、会場には
おいしそうな香りが立ち込めました。
　調理した後は、講師や参加者とともに試食を兼ねて昼食会。味や調
理方法などの話をしながら、見事な出来栄えの料理を堪能していました。

そ　せい

まち　や　しき　しょう

たち　うす

まさる



学習コーナー涯

総
合
優
勝
を
飾
り
、
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

手
に
す
る
喜
び
の
城
内
上
チ
ー
ム　
　
　
　

 スタートは思い切りよく、みんなで一緒に！

一
進
一
退
の
攻
防
で
ジ
ュ
ー
ス
ま
で
も
つ
れ
込
ん
だ

シ
ル
バ
ー
の
部
最
終
戦
、
城
内
中（
手
前
）対
城
内
上
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　第３回８地区対抗ソフトバレーボール大会は１月
26日から２月16日まで、村体育館で開かれ、30チ
ームが参加しました。
　ブロンズの部（34歳以下)、シルバーの部（35～
49歳)、ゴールドの部（50歳以上）の３部門に分か
れてリーグ戦が行われました。
　各コートでは、大きな声援や歓声が飛び交う中、
熱戦が繰り広げられました。
　結果は、２部門を制した城内上地区が、総合の部
で優勝を飾りました。上位の結果は左のとおりです。

生

　悠ＹＯＵスポーツクラブのスキー・スノーボード
教室が２月13日と20日の２日間、一戸町の奥中山
高原スキー場で開かれました。児童・生徒ら延べ
28人が参加し、大きく広がるゲレンデで雪上スポ
ーツを楽しみました。
　参加者は、初心者から経験者までレベルに合わせ
た基本のすべり方の指導を受け、２日間ですっかり
上達しました。
　参加者は「スピード調節がうまくできるようにな
った」「曲がり方や止まり方がうまくできた」との
感想が聞かれました。

８地区対抗ソフトバレーボール大会

城内上が総合優勝！

悠ＹＯＵスポーツクラブ　　　　　
「スキー・スノーボード教室」

転んでも平気！うまく滑れたよ！

【試合結果】

優勝 ２位 ３位

城内上 城内中 泉沢中平

城内中 新　山
城内下
Y’S1

城内上 城内中 泉沢中平

城内上

総合の部

ブロンズの部

シルバーの部

ゴールドの部
城内上

泉沢中平
ゴールデンアイ ゴールデンアロー



‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

学習コーナー涯

一日遅れの「ひなまつり」を全員で大合唱

「やった！取ったよ！」ゲームで大盛り上がり！

9

生
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■平成21年度の活動報告
　・参加児童数　延べ 853人
　・活動回数　　64 回
　・ボランティア講師数　延べ 253人
　・活動内容　　絵手紙、踊り、工作、茶道、
　　　　　　　　読み聞かせ、料理など
　・活動場所　　総合センター、学習センター
　　　　　　　　村体育館など

■問い合わせ　 村立図書館☎78・2938

LIBRARY
・『おにいちゃんにははちみつケーキ』
　　ジル・ローベル／文
　　セバスチャン・ブラウン／絵

　コンタのうちに赤ちゃんが
産まれてから、ママは赤ちゃ
んにつきっきり。コンタのベ
ッドも赤ちゃんに取られ、大
きな声を出すと怒られて…。
　子どもの切ない気持ちが胸にしみる絵本です。

■リクエストを募集中！
　村立図書館では、みなさんが読みたい本のリクエ
ストを受け付けています。読みたい本が図書館にな
い時は、受付カウンターにリクエスト用紙がありま
すので、どうぞご利用ください。

■４月の「おはなし会」はお休みします。

■新刊紹介
・『廃墟に乞う』
　　　　　　　　 佐々木　譲
　北海道警の敏腕刑事だった
仙道は、心の痛手を癒やすた
め休職中。犯人の故郷である
旧炭鉱町へ向かう犯人と捜査
員。２人の傷ついた心が響き合う、そのとき…。
　第142回直木賞受賞作。

・『舛添メモ』
　　　　　　　　 舛添　要一

　厚生労働大臣として「宙に
浮いた年金記録問題」や「新
型インフルエンザ対策」にど
う取り組んだか。また、その
過程で、官僚たちとどう対峙
したのかなど、知られざるエピソードを交え、わか
りやすく伝えます。

図書館だより

　野田キッズセンターの最後の活動となる「ありが
とうパーティー」が３月４日、総合センターで開かれ、
児童27人とボランティア講師18人が参加しました。
　１年間いろいろな遊びを教わった講師と一緒に、
ゲームやおやつで楽しく交流を深めました。児童ら
は、心を込めて書いた「ありがとうカード」を講師
に手渡し、感謝の気持ちを伝えました。
　最後に、みんなで「ひなまつり」を歌って活動を
締めくくりました。

放課後子ども教室   野田キッズセンター

楽しかった！｢ありがとうパーティー｣

たい　じ



― 正しく出してごみの減量化を進めよう ―

ホ
タ
テ
ネ
ッ
ト
が
排
出
さ
れ
て

い
た
家
庭
ご
み
地
区
集
積
所

ごみ

家庭ごみは
村が収集

事業系ごみは
事業者が処理

事業系
一般廃棄物

産業廃棄物
汚
お

泥
でい

､廃油､金属､がれ
き､木くず､ガラスなど

処分料は村が負担

処分料は事業者が負担
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―　
き
ち
ん
と
出
し
て
有
効
利
用　

―

地球を守るために自分でできること

しっかり分別で再資源
Reduce、Reuse、Recycle

　

あ
な
た
の
事
業
所
（
お
店
や

会
社
な
ど
）
の
ご
み
は
、
ど
う

処
理
し
て
い
ま
す
か
？

　

事
業
系
ご
み
が
、
地
区
の
ご

み
集
積
所
に
排
出
さ
れ
て
い
る

と
、
役
場
に
通
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
村
民
の
関
心
も
高

い
た
め
、
今
一
度
、
事
業
系
ご

み
の
適
正
な
処
理
方
法
を
確
認

し
て
、
ご
み
の
減
量
と
分
別
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

①
事
業
系
ご
み
と
は
？

　

会
社
、
事
務
所
、
飲
食
店
、

店
舗
、
商
店
、
農
・
漁
業
者
、

自
営
業
者
な
ど
の
事
業
活
動
に

伴
っ
て
生
じ
る
ご
み
は
す
べ
て

『
事
業
系
ご
み
』
と
な
り
ま
す
。

従
業
員
が
飲
食
し
た
後
の
ご
み

も
同
様
で
す
。

　

事
業
系
の
ご
み
は
、
地
区
の

集
積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

②
事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法
は
？

　

自
ら
処
理
場
に
搬
入
す
る
か
、

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
に
依
頼
（
委
託
）
し
て
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
搬
入
す
る
と
き
は
、

処
理
場
に
直
接
運
ん
で
く
だ
さ

い
。（
場
所
は
下
欄
参
照
）

　

業
者
に
委
託
す
る
と
き
の
許

可
業
者
は
、
村
内
お
よ
び
久
慈

管
内
に
数
社
あ
り
ま
す
。
収
集

運
搬
料
金
、
回
収
回
数
な
ど
を

問
い
合
わ
せ
の
う
え
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

③
事
業
系
ご
み
の
処
分
料
は
？ 

　

自
ら
処
理
場
に
持
ち
込
む
と
、

10
㌔
あ
た
り
50
円
で
す
。
た
だ

し
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
缶
・
び
ん
・

紙
パ
ッ
ク
・
雑
誌
な
ど
の
資
源

ご
み
は
無
料
で
引
き
取
り
ま
す
。

　

収
集
運
搬
業
者
に
委
託
す
る

と
き
は
業
者
と
契
約
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

野
田
分
署
近
く
の
資
源
回
収

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
無
人
）は
、
厚

い
カ
タ
ロ
グ
、
雑
誌
や
古
新
聞
、

廃
食
油
を
24
時
間
い
つ
で
も
無

料
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
④
事
業
系
ご
み
を
地
区
の
集
積
所

に
出
す
の
は
不
適
正
処
理
で
す

　

不
適
正
排
出
は
不
法
投
棄
に

あ
た
り
、
廃
棄
物
処
理
法
に
よ

り
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
０
万
円
（
法
人
に
は
１

億
円
ま
で
）
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

お
店
の
ご
み
を

　
　

出
し
て
は
ダ
メ

地
区
の

集
積
所
に

○利用時間は平日の8:30～16:30
　　  ※12:00～13:00は除く

久
慈
広
域
連
合

ご
み
処
理
場
案
内
図

燃えないごみ・資源ごみ・不燃性粗大ごみは

久慈地区粗大ごみ処理場
燃えるごみ・可燃性粗大ごみは

久慈地区ごみ焼却場
※１つの重さが20㌔以内で100×60㎝未満とする

★休日搬入日も利用しましょう
　　・奇数月の第４日曜日
　　・利用時間は8:30～12:00

　家庭ごみの処分料（＝負担
金）は、ごみの重量で決まり
ます。
　ごみ処理量の大半は生ごみ
が占めています。
　肉、魚などはしっかり水分
をきって、野菜くずなどはで
きるだけ土に還し減量化に努
めましょう。



≪制度の概要≫

名簿登録者

災害時要援護者
（ひとり暮らしの高齢者、

障がい者など）

地域支援者

（町内会･部落会、消防団、

　　　　　　　　自主防災組織）

村

（住民福祉課）

② 登録

③

情
報
の
共
有

関係機関

※必要なとき

（民生委員、消防、警察）

日常の声かけ・見守り、災害時の支援

① 登録申請

支
援
の
対
象
者
は
？

　

対
象
者
は
、
災
害
時
に
何
ら

か
の
支
援
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
人
で
、
家
族
な
ど
か
ら
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人

で
す
。

《
例
》

・
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
ま
た
は
高
齢
者
の
み
世

帯
・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で

要
介
護
３
以
上
の
在
宅
生
活

者
・
地
域
で
の
支
援
が
必
要
な
障

が
い
者
（
児
）
＝
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

保
健
福
祉
手
帳
な
ど
が
あ
る

人
支
援
を
受
け
る
に
は
？

　
「
要
援
護
者
台
帳
登
録
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

役
場
に
申
し
込
み
ま
す
。
名
簿

に
は
個
人
情
報
が
登
録
さ
れ
る

の
で
、
本
人
の
同
意
が
必
要
で

す
。
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村
で
は
、
障
が
い
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
災

害
時
の
避
難
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
の
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。「
支
援
を
必
要
と

す
る
人
＝
要
援
護
者
」
を
名
簿
に
登
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
防
・
福
祉
関
係
者
で
情
報

を
共
有
し
、
避
難
支
援
に
活
用
し
ま
す
。
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
内
で

の
要
援
護
者
の
見
守
り
・
声
が
け
を
行
う
な
ど
の
支
え
合
い
が
大
切
で
す
。

　

申
込
書
に
は
、
親
類
縁
者
緊

急
連
絡
先
を
記
入
し
、
で
き
る

だ
け
近
所
な
ど
の
人
か
ら
地
域

支
援
者
に
な
っ
て
も
ら
い
、
支

援
者
名
を
記
入
し
て
提
出
し
ま

す
。

　

支
援
者
が
決
め
ら
れ
な
い
場

合
に
は
、
村
と
地
区
関
係
者
が

話
し
合
っ
て
支
援
者
を
依
頼
・

決
定
し
ま
す
。

地
域
支
援
者
と
は
？

　

支
援
者
は
、
要
援
護
者
に
対

し
、
日
常
生
活
で
の
見
守
り
・

声
掛
け
や
安
否
確
認
、
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。
災
害
時
に
は

避
難
誘
導
や
安
否
確
認
な
ど
、

ま
た
支
援
者
だ
け
で
は
困
難
な

場
合
に
は
、
消
防
な
ど
へ
連
絡

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
支
援
者
は
義
務
や

責
任
を
伴
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

で
も
、
支
援
者
自
身
と
そ
の
家

族
が
優
先
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
☎
78
・
２
９
２
７

災
害
時
の
避
難
支
援
制
度



定額部分
（10㌃当たり）

１．５万円

変動部分
（10㌃当たり）

22年産の販売価格が、過去３年の販売
価格を下回った場合にその差額をもと
に算定

（恒常的なコスト割れ相当分の助成）

12

　村は、平成22年４月から、村内で農業、
林業、漁業、商工業の分野における起業およ
び新分野への進出（起業化事業）をする人に
対して、その経費の一部を補助します。
　やる気のある村民は、お気軽に申し込んで
ください。
■補助の要件
①村内に住所のある個人、団体または法人
②農業、林業、漁業および商工業の分野で
の新たな起業、新分野への進出に直接かか
わる次の経費
・販売促進活動
・施設の整備および改修
・設備の導入
■補助金額
①販売促進活動…補助対象経費の1/2以内
②その他…補助対象経費の1/3以内
　※ただし、補助の総額は50万円を限度
　とします
■問い合わせ　産業振興課☎78･2926
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新たな起業を支援！
　自給率向上のポイントとなる麦・大豆・米粉用
米・飼料用米などについて、シンプルで分かりやす
い助成体系の下に生産拡大を促す対策と、水田農業
の経営安定を図るために、恒常的に赤字に陥ってい
る米に対して補てんする戸別所得補償モデル対策を
セットで行います。

　自給率向上のために水田で麦・大豆・米粉用米・
飼料用米などを生産する販売農家・集落営農の皆さ
ん、主食用米と同等の所得を確保できる水準の支援
を行います。
■問い合わせ
　東北農政局岩手農政事務所☎0195･23･2221

戸別所得補償モデル対策が４月スタート！ 

固定資産の関係書類を縦覧できます
　固定資産税の縦覧は、納税者が所有する土地や家屋の評価額と、他の土地や家屋の評価額とを比較して、
適正かどうかを確認する制度です。お気軽にご利用下さい。

　※代理人は依頼者の署名押印が必要です。借地・借家人は、契約書などの事実を証明する書類が必要です。

　　　　■縦 覧 期 間　　４月１日(木)～30日(金）　8:30～17:30（土日祝日を除く）
　　　　■問い合わせ　　税務課☎78･2930

米のモデル事業（米戸別所得補償モデル事業）

自給率向上事業（水田利活用自給力向上事業）

書　　　類 期間 料金 内　　　容 対     象     者

４月

通年

通年

無料

有料

無料

他の土地・家屋の評価額
(所有者の記載はありませ
ん）

所有地または借りている土
地・家屋

村内36地点の基準となる宅
地の位置と価格

村内にある土地・家屋の固
定資産税の納税者（家族・
代理人を含む）

①固定資産税の納税義務者
　(同）
②借地・借家人など

どなたでもご覧できます

土地・家屋価格縦覧帳簿

固定資産課税台帳

標準宅地の基準価格
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　この数値は、広報のだ（平成21年10月号）で公表した「平成20年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足
比率」の算定に用いた数値により記載されています。

̶平成20年度の村の財政状況等を公表します̶

1.  一般会計

2.  特別会計

3.  一部事務組合

6.  財政指標

4.第三セクターの経営状況及び地方公共団体の財政支援

(単位：百万円)

(同)

132,9252,991

他会計等から
の繰入金

一 般 会 計

歳出

66

形式収支

58

実質収支

3,073

地方債現在高歳入

683
52
68
99
7

214
248
121

国 民 健 康 保 健
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
農 業 集 落 排 水
漁 業 集 落 排 水
公 共 下 水 道
簡 易 水 道
国 民 宿 舎

計

歳入

622
47
68
99
7

212
243
122

歳出

61
5
0
0
0
2
5

△ 1

形式収支

61
5
0
0
0
1
6
0
73

実質収支

66
0
46
57
5

114
28
23

他会計等から
の繰入金

0
0
0

580
66

1,396
654
28

2,724

企業債(地方
債)現在高

0
0
0

479
55

1,247
321
7

2,109

左のうち一般会
計等繰入見込額

(同)

(同)

2,495
4,539
1,262

116,974
16,920
173
56

久慈広域連合(一般会計)
久慈広域連合(介護保険事業会計)
岩手県後期高齢者医療広域連合(一般会計)
岩手県後期高齢者医療連合(後期高齢者医療事業会計)
岩手県市町村総合事務組合(一般会計)
岩手県市町村総合事務組合(交通災害共済事業会計)
岩手県自治会館管理組合

計

総収益
（歳入）

平成19年度
決算 B

平成20年度
決算 A

差し引き
A－B

早期健全化
基準

財政再生
基準

2,439
4,467
1,254

113,444
15,737
148
52

総費用
（歳出）

56
72
8

3,530
1,183
25
5

純損益
(形式収支)

56
△ 10
8

1,554
1,183
25
5

2,821

資金剰余額／不
足額(実質収支)

0
634
0

1,538
2,101
10
3

他会計等から
の繰入金

843
0
0
0
0
0
0

843

企業債(地方
債)現在高

25
0
0
0
0
0
0
25

左のうち一般会
計等負担見込額

野田村産業開発株式会社 1 40 33

(注）久慈広域連合：消防、火葬、ごみ、し尿処理、介護保険などの業務を行っています。岩手県後期高齢者医療広域連合：県内の後期高齢者医療制度に係
　　 る事務を行っています。岩手県市町村総合事務組合：市町村職員等の退職手当の支給や交通災害共済の事務を行っています。

(注）村が25％以上出資している法人について記載しています。

【用語説明】○形式収支：歳入－歳出　  ○実質収支：形式収支－翌年度への繰越財源

経常損益 村からの
出資金

純資産又は
正味財産 財 政 調 整 基 金

減 債 基 金
その他充当可能基金

計

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率
財 政 力 指 数
経 常 収 支 比 率

506
160
691
1,357

平成19年度
末残高

543
180
722
1,445

平成20年度
末残高

37
20
31
88

差し引き

2.95
6.68
16.4
30.3
0.18
83.9

0.40
3.04
17.7
39.8
0.18
88.6

2.55
3.64
△ 1.3
△ 9.5
0.0

△ 4.7

△ 15.00
△ 20.00
25.0
350.0

△ 20.00
△ 40.00
35.0

5. 基金の状況(充当可能基金）(同)

【用語解説】
○実質赤字比率：一般会計の赤字の割合
○連結実質赤字比率：一般会計と特別会計を合算した赤
　字の割合 ※黒字であるため、正数で記載しています。
○実質公債費比率：村の財政規模に対して、一般会計が
負担した地方債の返還額等割合を過去３年平均した
もの
○将来負担比率：地方債の償還金等、一般会計が今後
負担しなければならない額の村の財政規模に対する
割合
○早期健全化及び財政再生基準は、財政の悪化の状態
を示す基準として国が定めたもの。基準を下回って
いれば財政状況は健全な状態にあるとされています。



久
慈
管
内
の
高
校
に
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　南米チリで２月27日に発生した大地震に伴い、28
日９時33分、沿岸部一帯に県内では初めての大津波
警報が発令されました。村は警報発令と同時に災害対
策本部（本部長・小田祐士村長）を設置し全職員を招集。
防災行政無線を使って住民への避難呼びかけや避難所
の開設などの対応に追われました。沿岸地区消防団な
どは11の海岸堤防水門を閉鎖。28日午後３時50分頃、
野田港で高さ70㌢、久慈港では120㌢の潮位変動を
確認するなど、各地で津波を観測。本村の沿岸17地
区631世帯、1958人に避難指示が出され、19カ所に
213人が避難しました。国・県道の一部で通行が制限
され交通も乱れるなど、過去に大津波で記録的な被害
を受けたことがある沿岸部一帯に緊張が走りました。
　津波の影響による大きな漁業被害はなかったものの
関係者は不安を募らせました。
　野田港では、村が独自に設置した超音波潮位計とし
ては、最大の津波を観測。70㌢を記録した午後３時
50分には、突堤が隠れるほどの潮位になり、波が押
し寄せる様子がはっきり確認でき、宇部川河口に向か
って逆流する様子が何回も見られました。
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年金です

　国民年金保険料は月額１万5100円、年額で
は18万1200円です。
　この保険料には、支払い方法によって、お得
な割引料金があります。
　たとえば現金で１年分を前納すると、年間納
付額は17万7980円となり、3220円も割り引
きすることができます。
　このほかにも、口座振替やクレジットカード
を利用したときの各種割引制度がありますので、
お気軽にご利用ください。
　経済的な理由により国民年金保険料の納付が
困難なときは、免除申請を受け付けています。
■問い合わせ　日本年金機構二戸年金事務所☎
0195･23･4111、住民福祉課☎78･2928

ご存知ですか？
国民年金のお得な割引制度

沿岸17地区2000人に避難指示
初の大津波警報

　2009年度全国社会就労センター協力企業表彰式は
2月25日、ＴＯＣ有明＝東京都江東区＝で開かれ、全
国43の企業や団体が表彰されました。
　野田村の野田村産業開発株式会社（社長・小田祐士
村長）は、多年にわたり社会福祉の進展に寄与したと
して、社会福祉法人全国社会福祉協議会・全国社会就
労センター協議会（近藤正臣会長）より感謝状を贈呈
されました。同社は岩手県から唯一の受賞です。
　同社は同村の第三セクターで、地元産の食材を生か
して、知的障害者福祉工場「福祉工場みずき｣＝久慈
市長内町＝と積極的に商品開発に努めています。
2008年から海水を煮詰めて作る「のだ塩」を直営で
製造。その作業の一部を当工場に委託し、従業員の雇
用確保にも貢献しています。
　同工場では、「のだ塩らーめん」「のだ山ぶどうかり
んとう」などの食品を製造しています。

福　祉　の　精　神　実　る
野田村産業開発㈱に感謝状

　三陸鉄道で高校に通学する新１年生が、陸中野田駅
で定期券を購入したとき、購入代金の１～２割相当を
村内共通商品券で支給します。
　制度は２つ。①久慈工高に通う村内外の生徒を対象に
２割の商品券を助成するもの、②村在住で村外の高校
に通う生徒を対象に１割の商品券を助成するものです。
　この制度は、三陸鉄道の利用促進、通学費の負担軽
減、久慈工生の定員確保、地域経済の活性化などの効
果を上げるため、村や久慈工高を守り育てる会が連携
して平成20年４月から実施しています。
■問い合わせ　総務課☎78･2111

引き続き三鉄通学者に商品券を助成
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　村では平成21年度において、県の市町村補助金を
活用した「ホタテガイニーズ調査」と「野田村山ぶど
う情報発信事業」を行いました。
　ホタテガイニーズ調査は野田村漁業協同組合（田中
東一・代表理事組合長）が実施。昨年５月から12月
までの８カ月間、首都圏の大型量販店の協力により、
30店舗で延べ146回、約２万人へ地元産のホタテガイ
のＰＲと試食を行いました。
　ホタテガイの殻をむきながら販売して鮮度の良さを
アピール。試食はホタテの素焼きと酒蒸し。来場者は
「素焼きは、手軽で調味料を使わなくても大変おいし
い」と肉厚のホタテガイを強く印象付けました。
　村は2006年度から４年間、ホタテガイ蓄養施設の
整備などで同補助金を活用。しけなどに影響されず、
良質なホタテガイを安定かつ大量出荷でき、大型量販
店との取り引きも成立。これにより大幅に売り上げを
伸ばし、生産が追い付かない状況も見られます。
　2009年産の稚貝は450万個。これは前年12月末対
比で100万個、３割増です。生産量は、平成18年度の204
㌧から21年度の270㌧へ３割の増産に成功。さらに平
成22年12月末で稚貝550万個を保有できれば、成貝
やミニ貝など400㌧の生産も可能と試算しています。
　野田村山ぶどう情報発信事業では、「野田村特産品
フェア」が昨年７月、いわて銀河プラザ＝東京都中央
区銀座＝で開かれ、山ぶどうジュースやジャムの試食、
ＰＲを行いました。
　酸味の少ない高糖度の果実の特長を生かして、販路
の拡大にも貢献しました。
　このほか、のだ塩や塩蔵ワカメなどの村特産品の試
食、販売も展開。チラシやリーフレットを来場者に配
布したほか、野田はまなす会の会員にも広く周知を図
ることができました。
■問い合わせ　総務課☎78･2111

野田産ホタテとヤマブドウ 首都圏に発信
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お達者道場を終了して、ますます元気になった参加者と関係者

　本年度のお達者道場は、３月４日に修
了式を迎えました。
　参加者からは「友達と仲良く楽しい時
間を過ごしたいから、体を動かして元気
でいたい」「病院に通うより、そうなら
ないように自分でストレッチなどを続け
たい」「夫や家族のために、笑顔でいた
い」「地域に集まる仲間をつくって、運
動・栄養・口腔・こころの健康づくりに
取り組んでいきたい」など、前向きな感
想が多く聞かれました。
　「介護予防」は、あなたが健康を意識
したときから始まります。
　家族のため、孫のため、そして自分のた
めにいつまでも達者で暮らしましょう！

このコーナーは、高齢者の生活に関連

する制度や事業などを紹介します。

住民福祉課 ☎78･2927 気
に
な
る
人

　 　だれかのために介護予防！お達者道場日誌

17

㉔お達者コーナーお達者コーナー
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例えば、こんなことが気になる。
・最近、あまり見かけなくなった。
・近所の家から大声が聞こえる。
・表情が暗い。やつれてきた。
・衣服が汚れている。
・いつも家の外にいる。
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問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と

　

個
人
や
家
庭
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
す
。

　

・
家
庭
・
家
族
関
係

　

・
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　

・
経
済
的
な
問
題

　

・
借
金
問
題

　

・
病
気
な
ど
健
康
問
題

　

・
介
護
の
問
題

　

・
ひ
き
こ
も
り

　

・
育
児
・
教
育
問
題

　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

困
り
ご
と
が
解
決
せ
ず
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
る
と
、
悲
惨
な

結
果
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

・
精
神
的
な
病
気

　

・
自
殺

　

・
虐
待
・
傷
害
事
件

　
　
　
　
　
　
　

な
ど

問
題
は
小
さ
い
う
ち
に

　

問
題
が
大
き
く
な
ら
な
い
う

ち
に
、
だ
れ
か
が
相
談
に
の
っ

た
り
、
少
し
お
手
伝
い
す
る
だ

け
で
解
決
す
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
。

　
「
気
に
な
る
人
」
の
情
報
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。「
小
さ

な
お
せ
っ
か
い
」
か
ら
「
人
助

け
」
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

■
連
絡
先

　

住
民
福
祉
課

　
　

☎
78
・
２
９
２
７

　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
78
・
２
９
６
３

　

各
地
区
民
生
委
員

・
・
・
・



野田小６年生の職場体験発表
（2/27  生涯学習大会）

技術を高め、新たなスタートライン
に立つ（3/2  久慈工高卒業式）　  　

ひなまつり会
（3/3  玉川保育所）

国家公務員を募集
　人事院は、大学卒業程度を対象に
国家公務員Ⅰ種およびⅡ種を募集し
ます。

■問い合わせ　人事院東北事務局第
二課試験係☎022･221･2022
人事院ホームページhttp://www.
jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

労働基準監督官を募集
　厚生労働省は、労働基準監督官を
募集します。
■受験資格　昭和56年４月２日～
平成元年４月１日生まれの人。平成
元年４月２日以降生まれで大卒また
は平成23年３月までに大学を卒業
する見込みの人。
■受付期間　４月１日～14日
■募集区分
　労働基準監督Ａ（法文系)　
　　　同　　　Ｂ（理工系)
■一次試験　６月13日(日)
■問い合わせ　厚生労働省労働基準
局総務課人事係☎03･5253･1111

いわて就職面接会Ⅰ
■日時　４月14日(水）13:00～
■場所　岩手産業文化ｾﾝﾀｰ(滝沢村)
■問い合わせ　(財)ふるさといわて
定住財団☎019･653･8976

税 務 職 員 を 募 集
　仙台国税局は、バイタリティあふ
れる税務職員を募集します。
■受験資格　昭和56年４月２日～
平成元年４月１日生まれの人。平成
元年４月２日以降生まれで大卒また
は平成23年３月までに大学を卒業
する見込みの人。
■受付期間
　４月１日(木)～14日(水)
■申込書の請求　最寄りの税務署
■一次試験　６月13日(日)
■問い合わせ　仙台国税局人事第二
課試験研修係☎022･263･1111

本音で語ろう県議会
　県議会議員と県民との意見交換会
を開催します。
　同交換会は、県民が県議会活動に
参加する機会を増やすため、県議会
議員が出席し、県議会に対する意見
や提言を伺います。どなたでも参加
でき、事前の申し込みは不要です。
■開催日時　４月28日(水)
　　　　　　18:30～20:30
■場所　二戸地区合同庁舎
■対象　久慈市、洋野町、野田村、
普代村、二戸地区市町村
■問い合わせ　岩手県議会事務局議
事調査課☎019･629･6021

労 働 保 険 の 申 告
　労働保険等の年度更新の申告・納
付時期は、６月１日から７月12日ま
でです。
■問い合わせ　岩手労働局労働保険
徴収室☎019･604･3003
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キラッとのだとのだキラッとのだ

ちょっと

　 寄り
道

早春告げるフキノトウ(蕗の薹)…キク科フ
キ属の多年草。大葛地区の村道わきでは、
数本のフキノトウが土から顔を出しました。
道行く住民らは、日増しに高まる春の足音
を感じます。春はもうすぐ―。

インター
　ネット

郵送

４月10
～14日

４月12
～21日

６月２日

Ⅱ　種

４月１
～３日

４月１
～８日

５月２日

Ⅰ　種

感電事故を防止しよう
　東北電力の作業現場では、電柱・
電線をよく確認し、危険と考えたと
きは安全対策をお願いします。
　電線の近くで作業するときは、電
線への防護が事業所に義務付けられ
ています。
■注意点
・切れた電線には、近づいたり触れ
　たりしない。
・釣り場では電線に注意。特にカー
ボンロットは通電するので、移動
時はたたみましょう。

・工事現場、伐採作業箇所では、事
前に電柱や電線の有無を確認して、
工事に支障があるときは、早めに
連絡・相談をお願いします。

■問い合わせ　東北電力コールセン
ター☎0120･175･466

土地家屋の無料相談
　岩手県土地家屋調査士会二戸久慈
支部は、４月１日「表示登記の日」
を記念して無料相談を行います。
■日時
　４月１日(木）10:00～15:00
■場所　久慈市文化会館（アンバー
ホール）
■相談内容
・土地の分筆、合筆、地目変更、地
　積更正登記
・建物の新築、増築、滅失登記
・土地、建物の調査測量
・境界問題
■問い合わせ　岩手県土地家屋調査
士会二戸久慈支部　久慈地区事務局
☎52･3730

平成22（2010）年３月号　№444　広報のだ
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受
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付
け

ご卒園ご卒園ご卒園ご卒園ご卒園
ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業ご卒業



小学２年生がワカメ出前教室
（2/9  野田小学校）

小学４年生が福祉施設にもち米を
贈呈（2/19  ことぶき荘）　　　　

おしかわ内科クリニック押川院長
が講演（2/22  野田村役場）　　　

古文書入門勉強会公開講座
　村の歴史を語る会は、古文書入門
勉強会公開講座を開催します。誰で
も参加できます。
■日時　４月10日(土）13:00～
■場所　野田村生涯学習センター
■内容　村内から発見された「文政
12年・軽尻駄賃帳」の解読、説明
■締め切り　４月１日(木） 
■その他　講座終了後、14:00から
本会総会を開催
■問い合わせ　村の歴史を語る会事
務局・廣内洋治　☎78･2721

能 力 開 発 研 修

■講習時間　9:00～16:00
■問い合わせ　久慈職業能力開発セ
ンター☎53･6261

「電気サービスモニター」募集
　総務省は、電気通信サービスを安
心・快適にご利用いただくためのサ
ービスモニターを募集します。
■内容
・年２回のアンケートへ回答(全員)
・モニター会議への出席(一部)
　※謝礼金を支払います
■募集期限　４月２日(金）
■問い合わせ
　総務省東北総合通信局電気通信事
業課☎022･221･0628

19

戸籍の窓口
♡いつまでもお幸せに
　　野　竹　伸一郎　　　　　　 米　田
　　小　松　温　美　　　　　　 盛岡市

■ご冥福を祈ります
　　日　茂井　ナカ（84）　　 　下安家
　　山　田　俊　春（76）　　　 北　区
　　新　山　己之太（90）　　　 下新山
　　玉　川　ヨ　シ（95）　　　 玉　川
　　日蔭茂井　兼藏（65）　　　 下安家
　　門　間　清次郎（90）　　　 上新山

人の動き
　　　男　　２,３９５　人 　（－ 4）
　　　女　　２,５０３　人 　（± 0）
　　　計　　４,８９８　人 　（－ 4）
　　世帯数　１,６８３世帯（＋ 3）
　　○村内の交通事故　人身事故　０件
　　　　　　　　　　　物損事故　３件
　　○救急車出動件数　　　　　　14件
　　　　　　　　　　（うち村外　５件）
　　○飲酒運転検挙者数　　　　　０人
　　（平成19年８月からの累計１人）

交通死亡事故ゼロ継続中
　　　　　５５８日（２月末現在）

駐在所だより
　雪解けもすっかり進み、峠や日陰など
の道路でも、凍結路面がだいぶ少なくな
りました。
　走りやすい道路環境になると、どうし
ても車の速度が上がり、重傷、死亡事故
への危険性が高まります。
　車の速度は控えめにするとともに、カ
モ運転を常に心掛け、事故には十分気を
つけた運転を行いましょう。
■問い合わせ
　久慈警察署野田駐在所 ☎78･2161

ほっとひといき
▼卒業式は新しいスタートライン▼福沢諭吉
先生は人生をこう説く▼一番醜いことは他人
をうらやむこと▼一番尊いことは奉仕して恩
を着せぬこと▼昔の人は志高く、器が大きい。
私自身自戒の日々が続く…　　　　　　　ナ

ＮＨＫ学園生徒募集
　ＮＨＫ学園通信制高等学校は学生
を募集します。内容はＮＨＫ放送番
組を利用した自宅学習とスクーリン
グなどです。
■募集科　普通科（３年制）
■受付期限　４月20日(火)
■問い合わせ　ＮＨＫ学園☎042･
572･3151/案内請求フリーダイヤ
ル☎0120･06･8881
ホームページhttp://www.n-gaku.jp

協会けんぽ、保険料率アップ
　全国健康保険協会（協会けんぽ)
が運営する健康保険の保険料率は、
４月納付分より岩手県では8.18％
から9.32％へ大幅に引き上げます。
　協会けんぽ財政は、経済不況によ
り保険料収入が減り、医療費の増加
のため、本年度6000億円の赤字が
見込まれます。
　国は補助金の増額などで対策を取
る予定ですが、それでも財源には限
りがあります。今後は医療費支出を
適正化し、加入者の健康増進や病気
予防を推進していきますので、ご理
解をお願いします。
■問い合わせ　協会けんぽ岩手支部
☎019･604･9009

交通事故無料相談
■相談日　月～金曜日（祝日除く）
　9:00～17:00（お昼除き）
■問い合わせ
　日本損害保険協会東北支部盛岡自
動車保険請求相談センター☎019･
651･4495

　歯や口の中に関する悩みの解消を手助けする無料の「ヨ
イ歯デーテレホン相談」を行います。
■日時　４月16日(金）10:00 ～ 20:00
（回答は19:00以降です。相談をいったん受け付けた後、
折り返し歯科医師が相談者に電話します)

■問い合わせ
　岩手県保険医協会歯科部会☎019･651･7341

ヨイ歯デーテレホン相談

のだスナップ集

（

申込期限
３/31
３/31
４/７
４/13

月　日 研修内容
新入社員研修
パソコン入門（初心者）
Word2007 基礎
Word2007 応用

４/６～８
４/14～15
４/21～22
４/27～28
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2月受け付け分
（敬称略）

似顔絵作家・揮毫士
絵師・デザイナー桜庭 昇のだ村 ☎78・4096

・時間＝月～金 朝９時３０分→夜９時３０分
・土日祝 朝９時→夜９時３０分

野田村生涯学習センター
で『桜庭昇の世界』を
展示中！
３月25日まで

≪無休≫
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イカとサツマイモ
　　　のかき揚げ

弥
生

S E A S ON

NODA

四

季

だだ

市
旬菜
の

場

だ

市
旬菜
の

場

だ

市
旬菜
の

場

＜作り方＞
①イカは皮をむき３×１㌢ほど
に切る。下足も３㌢ほどにぶ
つ切りにし、水分をふき取っ
ておく。サツマイモは１㌢角
の拍子切りにし、火を通して
(電子レンジ･ゆでる･ふかす)
から冷ます。三つ葉は２㌢の
長さに切る。
②イカに天ぷら粉少々(分量外)
をまんべんなくつける。ａを
混ぜて衣をつくり、イカ・サ
ツマイモ・三つ葉を混ぜる。
中温の油に小分けに落とし入
れ、揚げてきつね色にかわっ
たら上げる。
③皿に盛り付けてミニトマトと
　ホウレンソウを添える。

●  材　料  ●（４人分）

⎫
⎬
⎭

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
養
殖
ワ
カ
メ

の
出
荷
作
業
は
９
日
未
明
、
野
田
村

漁
協
地
方
卸
売
市
場
で
行
わ
れ
、
市

場
は
活
気
付
き
ま
し
た
。

　

漁
師
た
ち
は
、
夜
が
明
け
な
い
野

田
漁
港
か
ら
漁
船
に
乗
り
込
み
、
肌

が
痛
く
な
る
ほ
ど
の
寒
さ
の
海
上

で
、
か
ま
を
使
っ
て
豪
快
に
ワ
カ
メ

を
刈
り
取
り
、
漁
港
に
水
揚
げ
し
ま

し
た
。

　

午
前
４
時
過
ぎ
の
同
市
場
は
、
気

温
氷
点
下
４
度
。
漁
師
や
家
族
ら
約

20
人
は
、
敷
き
詰
め
ら
れ
た
ワ
カ
メ

の
茎
や
先
端
を
小
刀
で
切
り
落
と
す

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
陸
揚
げ
し

た
ワ
カ
メ
の
一
部
は
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
に
凍
る
ほ
ど
の
寒
さ
の
中
、
漁
家

は
手
際
よ
く
出
荷
に
向
け
た
作
業
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■ 

撮
影
日　

平
成
22
年
３
月
９
日

■ 

撮
影
地　

野
田
村
漁
協
地
方
卸
売
市
場

春
一
番
の

　

養
殖
ワ
カ
メ
漁

野 田 村 食 生 活 推 進 員 協 議 会

私たちがお手伝いしています。

ひょう　し

げ　　そ

イカ ‥‥‥‥‥‥１はい
サツマイモ ‥‥‥  150㌘
三つ葉 ‥‥‥‥ １/４束

ａ　天ぷら粉 ‥　　　　
　　水 ‥‥‥‥‥ 150㏄
揚げ油 ‥‥‥‥‥‥適量

【付け合わせ】
・ミニトマト ‥‥‥４個
・ゆでほうれん草   ‥　
（好みの野菜で可）

１カップ

少量


